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残暑厳しく、日中は汗ばむ日が続いていますが、プールや水遊びでこんがり焼けた子ども達の顔に、こ

のひと夏で成長を感じています。夏の思い出と共に一回り大きくなり、たくましくなった姿で元気に遊んでい

る子ども達。今月は季節の移り変わりを感じながら初秋の自然に触れ、元気で楽しく過ごしていきます。 

夏の疲れも出る時期です。休日はしっかり休息を取り、元気で健康に過ごせるようにしていきましょう。 

感染症、コロナ対策など園では引き続き手洗いうがい、園内の消毒を行い感染拡大防止に努めていきま

す。 

 

 

 
 

 

  『保育者や友達と一緒に戸外で伸び伸びと全身を使って遊びを楽しむ』 

『初秋の自然や色々な自然物に興味を持ち工夫して遊ぶ』 
 

 

めろん組 

最後の運動会に向けて楽しみながら取り組み自信に繋げていきます。また、遠出の散歩

や異年齢児との交流をしながら楽しく過ごしていき、年長児としての自覚を持って行動がで

きるようにしていきます。 

ぶどう組 

運動会に向けて友達と共通の目的に向かい、力を合わせ取り組んでいきます。また、様々

な運動遊びを行い、楽しみながら自信に繋げていきます。季節の移り変わりに気付き、

様々な物や事象に興味を持てるようにしていきます。 

りんご組 

遠出の散歩に出掛け体力作りをしていきたいと思います。 

運動会に向けて運動遊びや遊戯等積極的に参加し、できた事の喜びを感じながら 

自信に繋げていきます。 

もも組 

生活リズムを取り戻しながら、運動会に向けて友達と身体を動かし楽しんでいきます。 

また、身の回りのことを自分でやってみようとする姿を認め、見守ったり励ましたりしながら

自信や意欲に繋げていきます。 

みかん組 

残暑が厳しい時期なので休息のバランスに配慮し、安定した生活リズムの中で元気に過ご

せるようにしていきます。また、戸外遊びを楽しんだり、室内では巧技台やマットを使った遊

びを取り入れ、体を動かす遊びを楽しみます。 

いちご組 

気温の変化に留意し、体調や生活リズムを整えて心地よく健康に過ごしていきます。 

また、保育士や友達と一緒に触れ合いながら室内、戸外で伸び伸びと体を動かし、秋の移

り変わりを感じながら探索遊びを楽しんでいきます。 

 

９月の園だより 

９月の保育目標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    ９月の行事予定 
 

１日（火） 引き取り、引き渡し訓練 

７日（月） 身体測定・乳児健診 

８日（火） リズム教室（４．５歳児） 

１０日（木） ぽこちゃん教室（3,4,5歳児） 

１６日（水） 運動会総練習 

１７日（木） 蓮根図書館お話し会（幼児） 

２６日（土） 運動会（２～５歳児） 

３０日（水） 避難訓練・誕生日会 
 

☆毎週月曜日は体操教室です。 

 近年、台風や集中豪雨の被害が相次いでい

ます。気象警報、注意報を確認し、雨や風が

ひどくなる前に早めの対策を心掛けましょう。 

いざという時に備えて、１年に１度の訓練になり

ます。お忙しいとは思いますが、参加をお願い

いたします。 

 ９月１日は防災訓練に伴い、補食は避難食

を提供させていただきます。 

 

運動会について 

     ひまわりの種 
 

  年長さんがみんなで育て、 

夏にきれいな花をつけた 

ひまわり。ひまわりの成長を毎

日観察しながら水やりを続け 

３メートル近くの高さまで成長

しました！頭が垂れ乾燥する

と触っただけでぽろぽろ種が

取れるのでみんな夢中になり

ます「たねできたかな？」と 

楽しみにしています。 

 

引き取り、引き渡し訓練 

にご参加ください 

９月２６日（土）雨天１０月３日（土） 

縮小して運動会を行います 

（２～５歳児参加） 

密集を避け 2回に分けて行います。 

詳細は後日書面にてお知らせいたします 

ご理解ご協力の程お願いいたします。 

園では運動会をきっかけに、一人ひとり

が体と心を楽しく動かし、子どもが主体とし

て進め、クラスの仲間と共にやり遂げる充実

感や達成感を味わいたいと思います。 

お知らせ 

☆敬老会は、お知らせしていた

通り中止となりましたが、子ど

も達が祖父母の方に感謝の

気持ちを込めて葉書を送りま

す。担任からの依頼がありまし

たらご協力お願い致します。 

９月２１日（月）は敬老の日です。 

敬老の日は命のつながりを感じることが

できる貴重な機会でもあります。命のつ

ながりを感じることで喜びや感謝の気持

ちを持てるように、おじいちゃんおばあ

ちゃんが子ども達のことをどれだけ愛お 

  しく思っているのかを伝え 

心から感謝し 

「ありがとう」 

 を伝えられると 

いいですね。 


